平成27年度第1回　金沢大学つるま同窓会評議員会　議事録

日時：平成28年3月30日（水）18:30～19:45
場所：保健学類1号館会議室
出席：市森、向井、松本、米山、田中（正）、松崎、菊池、大貝、中川、南、松原（敬称略）
委任状提出：鏡、堀口、宮崎、小西、峰広、關谷、岩田（敬称略）

【議題】
1. 新役員の選任および次年度以降の体制について
1) 平成28年度の役員体制について審議を行い、以下の体制で会務を執行していくことが確認された。監事2名については、堀口智美氏（看護）および間所祥子氏（理学）の2名に就任の打診を行うこととした。
※堀口智美氏より了承いただいた。また、間所祥子氏に代わり、稲岡プレイアデス千春氏に監事に就任いただいた。（2016/4/22追記）
2) 総会を成立する要件を満たすのが現実的に難しいため、会誌（つるまだより）の2016春号に平成28年度の役員体制を同封し、異議申し立ての機会を設けることで、総会開催に代えることとした。

平成28年度役員体制（敬称略）
会長：松原孝祐（放射）
副会長：市森明恵（看護）、關谷暁子（検査）、田中正二（理学）、菊池ゆひ（作業）
評議員：松本勝（看護）、南和芳（放射）、岩田夕貴（検査）、高橋郁史（理学）、中川雅崇（作業）
監事（打診中）：堀口智美（看護）、間所祥子（理学）稲岡プレイアデス千春（2016/4/22追記）
ホームページ管理：米山寛人（放射）
協力教員：鏡真美（看護）、市森明恵（看護）、松本勝（看護）、堀口智美（看護）、向井加奈恵（看護）、小西佳世乃（看護）、松原孝祐（放射）、田中利恵（放射）、關谷暁子（検査）、片桐孝和（検査）、大貝和裕（検査）、松崎太郎（理学）、間所祥子（理学）、田中正二（理学）、菊池ゆひ（作業）、武田千絵（作業）

[bookmark: _GoBack]2. 会名称および会則の改訂について（※会名称はH20に正式に変更済みとのこと。　2016/4/22追記）
1) 本会の名称を「金沢大学医学部保健学科つるま同窓会」から「金沢大学つるま同窓会」に変更する点、および会則の一部変更（第1条・第2条・第5条・第7条・第15条・付則の変更および第18条・附則の追加）について審議を行い、了承された。
2) 新役員の選任と同様に、「つるまだより2016春号」に会則の変更案を同封し、異議申し立ての機会を設けることで、総会開催に代えることとした。
3. 会員の入会案内時期および準会員の終身会費の取り扱いについて
1) 準会員である学類1年次以降、いつでも入会案内および終身会費の納入を行うことができることにしたいとの提案があり、審議の結果、了承された。会則第15条もそれに併せて変更することとした。
2) 準会員のうちに終身会費の入金があった場合、準会員である学生が正会員となるまでその会費は保留しておき、正会員となる時点（卒業時点）で収入として会計に組み込む点についても了承された。

4. 未入会の既卒者への入会案内と会誌送付について
1) 未未入会の既卒者への入会案内をどの程度まで行うかについて審議を行い、これまで通り卒業翌年度は会誌を送付し、秋号送付時に入会案内・振込用紙を同封し、それで入会しなかった人には会誌の発送を止めることとした。
2) ホームカミングデーの案内に併せて、会誌と入会案内・振込用紙を同封して送付してはどうかという提案があり、今後検討していくこととした。
3) 未入会の既卒者への入会案内については、2～3年後に検証を行い、効果が無いようなら打ち切りも考慮していくこととした。

1. 転居者、住所不明者の調査について
1) 転居の際に届出を行っていただく旨を会誌に掲載しており、ホームページにも届出用のフォームがあることから、転居先不明で会誌が届かなくなった場合には、一度だけ評議員や協力教員が連絡可能な範囲で連絡を行い、転居の届出を依頼してもらうが、それでも現住所が把握できない場合は、自己責任ということで、転居先不明者として以後追跡しないこととした。
2) 会誌に転居先不明者リストを同封し、連絡可能な人がいれば同窓会に連絡するように伝えてもらってはどうかという提案が行われたが、個人情報保護の観点から実施は難しいとの意見で一致した。

2. 平成28年度に審議すべき事項について
1) 審議すべき事項をまとめた別紙資料を配布の上、それぞれのグループで継続的に検討を行っていただくことを依頼した。
2) 平成27年度の決算報告と平成28年度の予算作成を早急に行っていただくことを会計担当の協力教員に依頼し、作成および監事による会計監査が終わり次第、評議員会を開催することとした。
3) 附属病院勤務者へのつるまだより送付方法について、現在、看護部に勤務する会員への会誌の送付は、総務係長を通じて、看護部にお願いして配布してもらっているが、さまざまな不都合をきたしていることから、今後は看護部を含む附属病院に勤務している同窓会員についても、全て郵送で送付することとした。
4) ホームページ管理者へのホームページ管理料の支払いについて、兼業になるという点などを考慮して米山寛人氏（放射）より辞退の申し入れがあったため、平成28年度は無償で管理を行っていただき、それ以降については次回以降の評議員会で改めて協議を行うこととした。
5) 評議員会の開催は、平成28年度以降は、基本的には必要なときに会長が召集を行うという形をとる（不定期開催）ことが確認された。

3. その他
1) 須釜教授より、「よろず保健室」ボランティア募集の案内を会誌に同封できないかという依頼があったが、金沢市在住の会員のみに案内を同封するという対応が現状では難しく、費用対効果があまり期待できないことから、別の手段への変更も考慮して再度検討いただきたい旨を回答することとした。
2) 会誌の電子化について、アカンサスポータルの活用なども考慮しつつ、引き続き検討していくこととした。

以上
文責　松原（放射）
